
＜令和４年度 独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

        子どもは苦しくても、困っていても、ＳＯＳをあげない、あげることができない、あげ方 

を知らない、そして、あげていいと思っていない存在である。だから、関心と想像力、そし 

て誠実さを持っていないおとなには、“子どものリアルな姿”は見えない。 

子どもと若者たちの生と性をめぐる「４つの風景」をとりあげ、子どもたちが直面してい 

る現実への理解を深めると共に、必要とされる支援のあり方について考えてみたい。 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     ＜講座：１３：００～１５：３０（１２：４５～ 受付）＞ 

【募集人数】３００名 

【参 加 費】 無料    【会場】オンライン（zoom） 

【お申込み方法】 

  裏面記載の各講座の URLあるいは QRコードよりお申込みください。 

【お問い合わせ先】 

  terakoya.open-door@nifty.com  

 

主催：独立型社会福祉士事務所 子どもと家族の相談室 寺子屋お～ぷん・どあ 

 共催：一般社団法人てのひら 一般社団法人静岡県社会福祉士会／こども家庭福祉委員会 

２０２２年度 連続オンライン講座 

おとなには“見えない”子どもの生と性を巡る４つの風景 

【第２回】性暴力と子ども 

  ２０２２年１１月２０日（日） 
「デジタル性暴力とグルーミングの罠 

～実態＆必要な支援～」 

 

   講師：内田 絵梨さん 

（ＮＰＯ法人ぱっぷす 相談支援員） 

 

 

 

【第４回】社会的養護と子ども 

  ２０２３年１月２２日（日） 
「生い立ちに困難を抱える子どもに必要な 

支援～アタッチメントの視点から～」 

 

  講師：井出智博さん 

（北海道大学教育学部 准教授） 

 

 

 

 

 

【第３回】自死と子ども 

 ２０２２年１２月１８日（日） 
「自死を通して子ども・若者が問いかけて 

いること～必要な支援＆おとなの役割～」 

 

講師：伊藤次郎さん 

（ＮＰＯ法人ＯＶＡ 代表理事） 

 

  

 

 

【第１回】ヤングケアラー 

と子ども 

２０２２年１０月２３日（日） 
「ヤングケアラーの子どもたちが求めて 

いること～心象風景＆必要な支援～」 

 

  講師：沖 侑香里さん 

（静岡きょうだい会 代表） 

      

 

 



 

■お申し込み 

＜第１回＞ 10月 23日（日） 沖 侑香里さん 

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya06/  

 

＜第２回＞ 11月 20日（日） 内田 絵梨さん  

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya07/   

 

＜第３回＞ 12月 18日（日） 伊藤 次郎さん  

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya08/  

 

＜第４回＞ 2023 年１月 22 日（日） 井出 智博さん  

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya09/    

 

■講師紹介 

【第１回】 沖 侑香里（おき ゆかり）さん   

静岡きょうだい会代表。病気や障害のある方の「きょうだい」のためのピア 

サポート活動を主に行っている。自身も障害のある妹とともに育ち、20代で 

「親なきあと」「妹の看取り」を経験。「きょうだい」の視点がもっと地域に 

広まってほしいとスピーカー活動にも取り組む。近年では「ヤングケアラー」 

の啓発活動として、自治体や学校、関連機関での講演会・研修会にも複数登 

壇。共著に『ヤングケアラーわたしの語り（生活書院）』。 

 

【第２回】 内田 絵梨（うちだ えり）さん                     

         NPO 法人ぱっぷすにて性風俗産業で問題に直面された方への相談支援、リベンジ 

ポルノ・子どもポルノの被害相談支援など「デジタル性暴力」をめぐるさまざま

な問題について取り組む相談支援員。 

 

 

          

 

【第３回】 伊藤 次郎（いとう じろう）さん      

ソーシャルワーカー（精神保健福祉士)。メンタルヘルス対策を企業等に提供 

する人事コンサルティング会社（EAPプロバイダー）を経て、精神科クリニッ 

クにて勤務。2013年 6月末に日本の若者の自殺が深刻な状況にあることに問 

題意識が芽生え、マーケティングの手法で自殺ハイリスクの若者にリーチしよ 

うと「夜回り 2.0（インターネット・ゲートキーパー活動）」の手法を開発・ 

実施し、NPO法人 OVAを設立（2014年）。リスティング広告などのインターネ 

ット広告を通じて、自殺ハイリスク者に介入し、リアルの社会資源につなぐ活 

動は、世界的にも前例がない。 

 

【第４回】 井出 智博（いで ともひろ）さん                      

北海道大学大学院 教育学研究院 教育心理学分野 臨床心理学講座 准教授、博      

士（文学）、公認心理師・臨床心理士。社会的養護を経験した子ども・若者の心理的 

ケア、キャリア形成に関する実践・研究に取り組んでいる。児童心理治療施設や乳  

児院、児童養護施設の心理職、スクールカウンセラーとして現場にて臨床活動に従 

事。その他、日米の社会的養護経験者によるアドボカシー活動を行う International  

Foster Care Alliance（IFCA）で理事、サポーティブアダルトをしている。 

 

https://www.kokuchpro.com/event/terakoya06/
https://www.kokuchpro.com/event/terakoya07/
https://www.kokuchpro.com/event/terakoya08/
https://www.kokuchpro.com/event/terakoya09/

